
 
 

『真の意味で僕を豊かにしてくれたのは，僕が受け取ったものより 

多くのものを与えた場合だけでした。』 

サン＝テクジュペリ（フランス・「星の王子さま」の作者） 

 

 

寒さが厳しい２月ですが，冬至のころと比べて昼の時間が長くなり，陽の光も明るさを増してきました。 

３年生は卒業まで，いよいよ残り約１か月ですね。来月には皆さんに笑顔の花が咲くよう，学校図書館よ

り応援しています。１・２年生も進級に向けて，勉強・スポーツ・部活動など３年生に負けないように集中し

てがんばっていきましょう！ 

 

 

 

  

                  

                                                                       

                                                      

                                                          

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

⇒ ３年生の貸出は２月１7 日（金）で終了します。  

 

 

＊３年生は卒業を控えているので，貸出は今月で終了となります。３年生はくれぐれも返却を忘れない

よう注意してください。教室や家の中に本がないか，今一度確認をお願いします。 
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図書館だより 

よろしく

おねがい  

します！ 
３年生の最終返却日：２月 24 日（金） 

新しい本がぞくぞくと図書館に入ってきています！！ 

寒い日は“温かい部屋でゆっくり読書”のチャンスですね♪ 

☆新着図書のお知らせ☆ 

https://3.bp.blogspot.com/-EdBMcL1D51o/UP5wf5MiLcI/AAAAAAAAK70/hMETFAeP31Q/s1600/heart_love.png


司書のイチオシ本！ コーナー☆  
 
令和４年～５年に読んだ本のなかから、絶対面白い！「これ読も☆本」を紹介していきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

本を読むのは好き 45％ 

本を読むのはふつう 51％ 

本を読むのは嫌い 3％ 

学 校 の図 書 室 で借 りて読 書 する 65％ 

友達から借りて読書する 28％ 

家族や友人と読書についての話題が増えた       15％ 

去年比べると，読んだ本の冊数が多くなった 54％ 

去年と比べると，今まで読まなかった作家・ジャンルの本も読むようになった  57％ 

去年と比べると，難しい内容の本にチャレンジするようになった  48％ 

1 か月あたりの読書冊数（平均） 11.4 冊 

☆2 月の学校図書館特別展示は☆ 

① 受験生さん、応援します！！ 

② 理科の本、大特集！！！（1 年理科・地学） 

③ 季節のコーナー（節分・バレンタイン特集！） 

       ☆来館、お待ちしています☆ 

☆昨年に行った､読書アンケートの結果（抜粋） 

をお知らせします。 

自分と比べてみて、いかがですか？ 

 

学校図書館への希望は、「好きな本がある」の 

回答が 1番多く、2 番は「学習に役立つ本がある」

でした。みなさんの希望を取り入れながら、 

何より楽しく読める本をそろえていきます。 

学校図書館への希望はいつでも司書へどうぞ！ 

          『水底のスピカ』乾 ルカ 中央公論新社  

              その転校生は、クラス全員を圧倒し、敗北させた――夏休み明け、東京からやってきたひと

りの転校生、汐谷美令。容姿も頭脳も飛び抜けて優れた彼女だが、クラスでは遠巻きに眺め

られるだけで浮いた存在だった。ミステリアスな雰囲気を持つ美令と、互いに秘密があるこ

とを感じながらも少しずつ近づいていく和奈、更紗。美令が言った「私、神様の見張り番を

しているの」という言葉の本当の意味は？謎が解けていく過程と、ひりひりする感情のやり

とりが濃密に描かれています。きらめくラストシーンがとても美しいので、そこまでぜひ駆

け抜けて読んでほしい 1 冊です。友情っていいなあ！ 

『JK、インドで常識ぶっ壊される』熊谷はるか 河出書房新社 

   現役女子高生が、中３で移住したインドでの約３年間を書いてみた！！ 

インド暮らしの笑い、驚き、困惑、怒りなど自分の目で見た光景を表現豊かに綴ります。 

   著者の熊谷さんは、集英社オンラインのインタビューでこの本を同世代に向けて書いたこ

とや、「ブログや SNS のような感覚で読んでもらえて、本の世界に入って一緒にインドを

体験してもらえる作りにしたかった」と話していました。その言葉通りとても読みやすく、

インドの光と影を通して自分たちの明日への希望も見出せる、おすすめの 1 冊です。        


